
第３学年 国語科学習指導案

場面の様子をそうぞうしながら読もう「ちいちゃんのかげおくり」１ 単元名

２ 指導観

○ 本学級の子どもたちは，これまでの学習で，場面をとらえ，場面を比べて，人物の気持ちや様

子を中心にしながら場面の様子を思い描いてきた。その学習は大変意欲的で，読み方の一つ一つ

の学びを喜びとして受けとめていった。

読み方としては 「ことばをはずして読む 「ことばを比べて読む 「ことばをつないで読む」， 」 」

などを学習してきている。ただ，場面意識は出てきたものの，場面をこえて叙述をつなぐ力はま

だ十分ではない。意識させるためには手立てが必要である。

また，こうした読み方の学習は，これまで，教師の支援にもとづいた活動であった。まだ，自

分の読み方を主体的に生かした学習とはなっていない。

伝え合いとしては，場面の様子や人物像についての考えをもち，出し合うまではできている子

どもが多い。発声も大きく，学習訓練が行き届いている。さらに，練り合う活動を工夫改善し，

考えのよさや不十分さを十分に話し合っていくと，より高まった考えへと話し合いを展開するこ

とができると思われる。

○ 本教材は，次のような特質をもっている。

， 。・一行空きで場面がはっきり分けられており それぞれの場面の様子の違いがはっきりしている

・ダッシュ 「きらきら」という同じ言葉のくり返し 「小さな女の子の命が空に消えました」， ，

という抽象語など，書き手の意図的な表現がちりばめられている。

・会話文や周りの様子がきちんと書きこまれており，人物（ちいちゃん）の姿や思いを想像でき

る。

したがって，単に戦争や平和について考えさせることができるだけでなく，人物の言動に着目

して場面と場面のつながりを読む読み方を習得することができる教材である。

その特質を踏まえた基礎・基本として，次の点が挙げられる。

・場面と場面をつないで読む。

・ダッシュを読む。

・同じことばをくらべて読む。

・似ていることばをくらべて読む。

・ことばをはずして読む。

・自分におきかえて読む。

・読み取ったことを叙述を根拠にして説明する。

・自分の読みと友達の読みの共通点や違いに気付き，そのよさを見つける。

○ そこで，指導にあたっては，問題解決的な学習過程の中で伝え合いを意識させて学習を進め，

読み方としての基礎・基本を習得させ，活用を図っていきたい。

そのために，まず，題名での「ちいちゃんのかげくりって，どんなかげおくりのことなのだろ

う？」という疑問をもとに読み通しの目をもたせ，あらすじをとらえさせた上で，予見をもつこ

とができるようにする。

次に，代表の子どもの提案，質問，カルテをもとにした意図的な指名を行うなどして，うれし

いかげおくりと悲しいかげおくりについての互いの考えの重なりや違いを明らかにし，家族に会

いたいちいちゃんの思いと弱っていく様子を確かめる学習計画を立てる。

さらに，読み方としての基礎・基本である「読みアイテム」を活用し，自分はこのことばをこ

の読み方でこう読んだという説明ができるように，場面毎に書き込み，話し合いのサイクルを大

切にして読み確かめを進める。書き込みの前には叙述に立ち止まった話し合いを行って全員に書

き込みの見通しをもたせるようにする。そして，書き込みの期間巡視により把握した内容をもと

にした意図的な発表，考えの違いからの整理や問い返し，文章構造と考えの違いを生かした板書



の工夫，考えのよさの広まりを通して，確かめ深める目的を達成するようにする。その際に，子

どもが行った読み方を読みアイテムカードで板書に必ず位置づけるようにし，読み方を明確に意

味づけ，習得，活用を図っていく。

最後に，題名にもどってちいちゃんのかげおくりとはどんなかげおくりだったか感想をもたせ

るとともに 「読みアイテム」をまとめ，次の学習である「すがたをかえる大豆 「モチモチの， 」

木」に活用できるようにする。

３ 単元の目標

○ 時間の経過から場面をとらえ，同じことばの繰り返しや似ていることばに着目して登場人物の

思いを想像したり，場面を比べて様子の違いを読んだりする読み方を身につけ，戦争という状況

の中で，家族とはぐれひとりぼっちになった後，幼いちいちゃんが家族に会えることを信じて命

のかげおくりをする様子を読み取ることができるようにする

○ 書き手の，戦争とは物量的な被害だけでなく家族をばらばらにし幼い命までも奪うものだとい

う見方・考え方や，平和とはこんなにも当たり前の毎日のことだという見方・考え方をとらえ，

自分の考えをまとめることができるようにする。

４ 指導構造図
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ちいちゃんはこの後、かげおく読み通しの目（
りができるのかな ）ちいちゃんのかげおくり。
って、どんなかげおくりなのかな。

家族とはぐれてひとりぼっちになってしまったけれども予見の方向
家族と会えることを信じていたちいちゃんが、たった一人でかげおく
りをして空で家族と会えた、ちいちゃんにとってはうれしいかげおく
り。でも、本当はたった一人で命をおくった、かなしいかげおくり。
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戦争や平和に対するこれまでの自分の見方・考え方
・戦争とは…してはいけないこと。物量的な被害。

人の命を奪うから。
・平和とは…戦争じゃなくて、みんなが仲良くし

ていること。

戦争や平和に対する深まった自分の見方・考え方
・戦争とは…家族をバラバラにし、こんなにも幼い命までも奪う憎むべ

きもの。ちいちゃんだけではなく、そんな悲しい子どもた
ちがそこらじゅうにいたこと。

・平和とは…ふだん、自分たちが何気なく当たり前のように生活してい
ること。笑いにあふれていること。戦争中だったら、死ん
でしか味わえない喜び。



（全１３時間）５ 学習計画

時 主な学習活動 指導上の留意点過程

自分におきかえて読む は常に意識させる

読 １ １ 単元名を読み，学習の構えを持つ。 ※ 家族四人のかげおくりやお兄ちゃんと二人

み ２ 題名を読む。 のかげおくりなのに，なぜ題名は「ちいちゃ

通 ３ 冒頭を読み，読み通しの目を作る。 んのかげおくり」になっているのかという疑

し 問から 「ちいちゃんだけのかげおくりなの，

の ではないか 「かげおくりに何か特別な意味」

目 があるのではないか」と問題意識を持たせ，

読み通しの目を生み出す。

はずして読む （ちいちゃんの）かげおくり

つないで読む 体の弱いお父さん－記念写真

読み通しの目 ちいちゃんのかげおくりって，どんなかげおくりなのかな。

予 ２ １ 全文を読み，場面を分ける。 ※ 教師の範読により，①一行空き②時を表す

見 言葉③挿絵との対応を手がかりに，５つの場

面があることをつかませる。

場面は時・場所・人物で決まる

３ ２ 各場面のちいちゃんを大まかに読み取 ※ ちいちゃんがしたこと言ったこと（思った

・ り，あらすじをつかむ。 こと）をもとに，それぞれの場面を４０字程

４ 度にまとめさせる。

５ ３ ちいちゃんのかげおくりとはどんなか ※ ちいちゃんがだんだんひとりぼっちになっ

げおくりなのか，自分の読みを予見とし ていく様子と 「ちいちゃんのかげおくり」，

て書きまとめる。 は四の場面で出てくることに気付かせる。

※ 場面をつないであらすじをとらえさせると

ともに，一言で言うと「ちいちゃんのかげお

くり」はどんなかげおくりなのかを付け加え

て書きまとめるようにする。

６ ４ 個々の予見を出し合い，予見の違いに ※ あらすじにおける（ひとりぼっち→待つ→

気付く。 かげおくりをして家族に会える）は共通とし

５ 予見の根拠を発表し合い，場面毎のち て確認し，うれしい，悲しいはだれがそう思

いちゃんの気持ちの変化に目を向ける。 ったか主体を確認してまとめるようにする。

６ クラスの予見を方向付ける。

予見の方向

家族とはぐれてひとりぼっちになってしまったけれども家族と会えることを信じていた

ちいちゃんが，たった一人でかげおくりをして空で家族と会えた，ちいちゃんにとっては

うれしいかげおくり。でも，本当はたった一人で命をおくった，かなしいかげおくり。

学 ７ １ ちいちゃんの気持ちの変化に目を向け ※ 家族に会いたくてたまらないちいちゃんの

習 ちいちゃんの様子と気持ちを読み取る学 思いと，ちいちゃんの体が弱っていく様子を

計 習計画を立てる。 場面ごとに追う中で，次の疑問を解決してい

画 ・家族に会いたくてたまらない気持ち くようにする。

・ちいちゃんが弱っていく様子 ・どれぐらいお母ちゃんやお兄ちゃんに会いた

かったのか？ 場面をつないで読む

・どうして一人なのに「帰ってくるよ」と言っ

ているのか？ 文末表現を読む

・どうして「食べました」が「かじりました」

に変わっているのか？ 比べて読む

・ちいちゃんは，どのようにして死んでしまっ



たのか？ つないで読む

・ちいちゃんはいないのになぜ最後の五の場面

があるのか？ 場面をくらべて読む

「 ， 。」読 ８ １ とつぜんひとりぼっちになって，どう ※ ちいちゃんは ひとりぼっちになりました

み していいか分からないちいちゃんの様子 と「たくさんの人たちの中でねむりました 」。

確 と気持ちを読み取る。 をつないで疑問を持たせ 「たくさんの人」，

か がどんな人たちか考えさせることで，ちいち

め ゃんの不安な気持ちを読ませるようにする。

→「ひとりぼっち」の見方・考え方の深化

比べて読む つないで読む ダッシュを読む

９ ２ お母ちゃんとお兄ちゃんが帰ってくる ※「お母ちゃんとお兄ちゃんは，きっと帰って

と信じて待つちいちゃんの様子と気持ち くるよ を中心に どこがうちなのか ち

（

。」 ，「 。」「

本 を読み取る。 いちゃんは，なくのをやっとこらえて 「家」

時 は，やけ落ちてなくなっていました 」をつ。

ないで，家にもどってくるまでのちいちゃん

）

の様子と 「深くうなずきました 「また深， 。」

くうなずきました 」をつないで，家族に会。

いたくてたまらないちいちゃんの気持ちを読

み取らせる。

→「きっと～よ 」は自分の心に対する思い。

という認識 文末表現を読む

※「少し食べました 「少しかじりました 」。」 。

をつないで比べさせることで，ちいちゃんの

弱っていく様子を確かめさせる。

比べて読む

３ 一人でかげおくりをして家族に会えた ※「ちいちゃんは，ふらふらする足をふみしめ10
ちいちゃんの様子と気持ちを読み取る。 て立ち上がると，たった一つのかげぼうしを

見つめながら，数えだしました 」を中心に，。

ふらふらしているわけを 「暑いような寒い，

ような気がしました 」とつないで読ませる。

とともに，なぜ自分から数え出してちいちゃ

んがかげおくりをしたのか考えさせ，家族に

会いたくてたまらないちいちゃんの気持ちを

読み取らせる。

つないで読む 場面をつないで読む

※ きらきら笑う様子とつないで，家族に会え

たうれしさを読み取らせ，さらに，ちいちゃ

んの心と体はどこにあるのかを考えさせ，ち

いちゃんが死んでしまったことを読み取らせ

る。 つないで読む

４「夏のはじめのある朝，こうして，小さ ※ なぜ「ちいちゃんが，死んでしまった 」11 。

な女の子の命が，空に消えました 」に と書かないで 「小さな女の子の命が，空に。 ，

込められた書き手の思いについて考え 消えました 」と書いたのか，ことばを比べ。

る。 たり，これまでの学習を振り返らせたりして

考えさせる。 比べて読む

→「命」の見方・考え方の深化

読 １ 五の場面の意味を読み取り，題名に戻 ※ 五の場面の子どもたちとちいちゃんの「き12
み ・ って自分の感想を書きまとめ 発表する らきら」という様子を比べ，書き手の平和へ， 。

と の思いを考えさせ 「ちいちゃんのかげおく13 ，

読 ２ 学習した読み方をまとめる。 り」とはどんなかげおくりなのかを書きまと



み めさせる。 場面を比べて読む

方 →戦争・平和の見方・考え方の変容

の 【読みアイテム】

ま ・はずして読む ・比べて読む ・つないで読む ・ダッシュを読む ・文末表現を読む

と ・場面をつないで読む ・場面を比べて読む ・自分におきかえて読む

め

６ 本時の目標

○ 文末表現や似ていることばを読んだり，人物の言動をつないだりして読み方で「きっと帰って

くるよ 」というちいちゃんの様子を読み取り，家族に会いたくてたまらないちいちゃんの思い。

を確かめることができる。

７ 本時指導の考え方

前時までに，子どもたちは，ちいちゃんのかげおくりを，次のようにとらえている。

（予見）

・幼いちいちゃんが，ひとりぼっちで，飲む物も食べる物もなくて，だんだん弱って苦しみながら

死んでいく悲しいかげおくり

・家族とはなればなれで会いたくてたまらなかったちいちゃんが，家族に会えてうれしいかげおく

り

学習計画としては，ひとりぼっちでさびしくてだんだん弱っていきながらも，家族に会いたくて

たまらないちいちゃんの様子を確かめるようにした。子どもたちの言葉で言い換えると，ちいちゃ

んはどれぐらい苦しいのか，どれぐらい会いたいのかをくわしく読んでいくこととした。本時場面

（三の場面）は 「お母ちゃんとお兄ちゃんは，きっと帰ってくるよ 」を中心文にして，読み確， 。

かめていけばよいことを確認している。その中で，次の疑問を持っている。

・だれもいないのにどうして「帰ってくるよ 」と言っているのか（文末表現を読む）。

・どうして「食べました」が「かじりました」に変わっているのか（比べて読む）

本時は，前時に引き続き，読み確かめの２時間目である。読み確かめは，読みの基礎・基本を習

得する過程である。一つ一つのことばや場を深く読み，考え，読み通しの目と予見を結んで読み確

かめていく。

そのために，まず，めあてにつながることばを選び，自分の読みと説明を書き込ませる。書き込

ませるために，次の学習活動を行う。

① めあてを確認した後，本時場面を音読させる。

② 本時場面のちいちゃんの様子が分かる箇所に線を引き，出し合う中で，落ち込みを確かめ

ていく。

・ どこがうちなのか－ 「ちいちゃんは，なくのをやっとこらえて 「家は，やけ落ちて「 。」 」

なくなっていました 「深くうなずきました 」をつないで。」 。

③ 中心文「～きっと帰ってくるよ 」の読み方を読みアイテムで確認する。。

・ きっと」…はずして読む「

・ よ」…文末表現を読む「

※ だれもいないのにどうして「帰ってくるよ 」と言っているのか。

・ 帰ってくる」…「深くうなずきました」とつないで読む「

④「少し食べました」と比べたり時を表す言葉とつないだりして 「少しかじりました」の学，

習計画時の疑問を解決する見通しをもたせる。

・ 少し食べました←→また少しかじりました」…くらべて読む「

・ 朝になりました 」→「その夜」→「くもった朝が来て，昼がすぎ，また，暗い夜が来「 。

ました 」…時を表す言葉。

次に，書き込んだ読みを発表し，一人一人の感じ方や理解の仕方の違いを大切にし，比べ，結ん

で，より深く確かな表現の読み取りをしていく。

① 読み深めた読みを出し合う。



② 共通点や相違点について話し合う。

③ 読みがずれている箇所（ことば）の意味と働きを検討していく。

その場に自分を立たせ 「自分ならどうするか」という内側から追究する読みをさせるた，

めに，既習の読みの基礎・基本（読みアイテム）を振り返らせて活用させる。

・ きっと」をはずして読む…絶対等とどうちがうか「

・ よ」という文末表現を読む…だれに対して言っているのか「

・ 帰ってくる」と「深くうなずきました」をつないで読む…なぜ言えたのか「

・ 少し食べました」と「また少しかじりました」をくらべて読む…なぜ違うのか「

最後に，本時の読みと読み方のまとめを数名に発表させた上で「今日の学習で」に書かせ，本時

学習をまとめる。

８ 本時の展開

学習活動と内容 指導上の留意点

１ 本時の学習のめあてを確認する。 ○ 掲示物を用いて，前時に読み確かめたちいちゃ

「きっと帰ってくるよ 」というちいちゃ んの様子を想起させるとともに，どのように変わ。

んの様子を読み取り，家族に会いたくてた っていくのか，それとも変わらないのか考えさせ

まらないちいちゃんの思いをたしかめよう る。。

（三の場面） ○ 自分のめあてを列指名で発表させる。

○ 発表の仕方や友達の発表の聞き方を確認させ

る。

，２ 本時場面のちいちゃんの様子を読み取り

予見を確かめる。

（１）本時場面を音読する。

（２）家族に会いたくてたまらないことが分 ○ まずは傍線を引かせ，出し合うようにする。

かる叙述について話し合う。 ○ 読みアイテムを意識させながら，ちいちゃんの

様子をとらえさせていく。

・ どこがうちなのか－ 」ダッシュを読む「 。

・ ちいちゃんは，なくのをやっとこらえて」自分におきかえて読む「

・ 家は，やけ落ちてなくなっていました 」 自分におきかえて読む「 。

・ 深くうなずきました 」くりかえしを読む「 。

（３）中心文「～きっと帰ってくるよ 」の。

読み方を読みアイテムで確認する。

・ きっと」はずして読む「

・ よ」文末表現を読む ※ だれもいないのにどうして「帰ってくるよ 」と言っているのか「 。

・ 帰ってくる」と「深くうなずきました」をつないで読む「

（４）学習計画時の疑問を解決する見通しを

もたせる。

・ 少し食べました」と「少しかじりました」を比べて読む「

・時を表す言葉（ 朝になりました 」→「その夜」→「くもった朝が来て，昼がすぎ，また，「 。

暗い夜が来ました 」とつないで読む。

（５）自分の読み取りを書き込む。

・ きっと」…はずして読む「

・ よ」…文末表現を読む「

（６）書き込みをもとに，話し合う。 ○ 机間巡視の際に，子どもたちの読み取りをカル

例） テに把握し，その後の話し合いにおける指名順を

Ａ 落ち込んでいるけど，絶対に帰ってく 考える。

ると信じるくらい会いたくてたまらない ○ 子どもの読み取りの共通点や違いを確認しなが。

Ｂ あきらめないように自分に言い聞かせ ら話し合いを整理する。

てがんばるほど会いたくてたまらない。 ○ 読みアイテムを提示し，ちいちゃんの家族への

Ｃ 体がどんどん弱っていっているけど， 思いを読み取るようにする。



負けないくらい会いたくてたまらない。 ○ 子どもの反応を取り上げながら，読みや読み方

・ きっと」をはずして読む のよさを共感的に広げるように支援していく。「

…絶対等とどうちがうか

・ よ」という文末表現を読む「

…だれに対して言っているのか

・ 帰ってくる」と「深くうなずきまし「

た」をつないで読む

…自分だったらどうか

・ 少し食べました」と「また少しかじ「

りました」を比べて読む

…なぜ違うのか

３ 読みのまとめと読み方のまとめを「今日

の学習で」に書き込み，学習のまとめをす

る。

○ 読みのまとめ ○ 話し合いの後，深まった家族に会いたくてたま

（例）家さえなくなっていてうなずくこと らないちいちゃんの思いを書かせる。

しかできなかったちいちゃんは，二人が帰 ○ めあてを発表した列に振り返りを発表させる。

ってくることを信じて自分に言い聞かせて

がんばった。体もどんどん弱っていったけ

ど，必死に生きて待とうとがんばった。

○ 読み方のまとめ ○ 本時でのよさやがんばりを評価しながら 「読，

「読みアイテム」 みアイテム」として整理する。

９ 板書計画

場
面
の
よ
う
す
を
そ
う
ぞ
う
し
な
が
ら
読
も
う

ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
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て
「
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っ
と
帰
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る
よ

」
と
い
う
ち
い
ち
ゃ
ん
の
様
子

。

を
読
み
取
り
、
家
族
に
会
い
た
く
て
た
ま
ら
な
い
ち
い
ち
ゃ

ん
の
思
い
を
た
し
か
め
よ
う

（
三
の
場
面
）

。
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な
り
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し
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。
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の
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す
。
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こ
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う
ち
な
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。
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は
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け
落
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く
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っ
て
い
ま
し
た
。

深
く
う
な
ず
き
ま
し
た
。
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た
。
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の
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、
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い
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し
た
。
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い
ぼ
う
く
う
ご
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の
中
で
ね
む
り
ま
し
た
。
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て
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末
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現
を
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む

きっと

帰ってくるよ

」

「
お
母
ち
ゃ
ん
と
お
兄
ち
ゃ
ん
は
、

。

く
も
っ
た
朝
が
来
て
、
昼
が
す
ぎ
、
ま
た
、
暗
い
夜
が
来
ま
し
た
。

く
ら
べ
て
読
む

、

。

ほ
し
い
い
を

ま
た
少
し
か
じ
り
ま
し
た

こ
わ
れ
か
か
っ
た
ぼ
う
く
う
ご
う
の
中
で
ね
む
り
ま
し
た
。

ま
と
め

家
さ
え
な
く
な
っ
て
い
て
う
な
ず
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こ
と
し
か
で
き
な
か

っ
た
ち
い
ち
ゃ
ん
は
、
二
人
が
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
信
じ
て

自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
が
ん
ば
っ
た
。
体
も
ど
ん
ど
ん
弱
っ

て
い
っ
た
け
ど
、
必
死
に
生
き
て
待
と
う
と
が
ん
ば
っ
た
。

今
日
の
読
み
ア
イ
テ
ム

落
ち
込
ん
で
い
る

け
ど
、
絶
対
に
帰
っ

て
く
る
と
信
じ
る
く

ら
い
、
会
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た
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て

た
ま
ら
な
い
。

あ
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ら
め
な
い
よ

う
に
、
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分
に
言
い

聞
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せ
て
が
ん
ば
る

ほ
ど
、
会
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た
く
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な
い
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ど
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っ
て
い
っ
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い

る
け
ど
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負
け
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会
い
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く
て
た
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「
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
」
読
み
確
か
め
２
（
三
の
場
面
）
板
書
発
問
計
画

Ｈ
２
０
・
１
０
・
１
５

Ｔ

二
の
場
面
で
は
、
こ
わ
い
人
た
ち
の
中
で
、
家
族
に

会
い
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
ち
い
ち
ゃ
ん
の
思
い
が

分
か
っ
た
ね
。
三
の
場
面
で
は
そ
の
思
い
は
ど
う
な
っ

て
い
る
と
思
う
？

・
も
っ
と
強
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

Ｔ

ど
の
文
か
ら
そ
れ
が
一
番
よ
く
分
か
り
ま
す
か
？

・

お
母
ち
ゃ
ん
と
お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
き
っ
と
帰
っ
て
く
る

「よ

」
。

Ｔ

今
日
の
め
あ
て
を
言
い
ま
し
ょ
う

（
列
指
名
）

。

・
今
日
は
「
き
っ
と
帰
っ
て
く
る
よ

」
か
ら
ち
い
ち
ゃ
ん

。

の
思
い
を
読
み
取
り
た
い
で
す
。
つ
な
い
で
読
む
読
み

ア
イ
テ
ム
も
使
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

Ｔ

学
習
計
画
の
時
に
、
だ
れ
も
い
な
い
の
に
、
ど
う
し

て
「
帰
っ
て
く
る
よ

」
っ
て
言
っ
て
い
る
の
か
が
？
だ

。

っ
た
ね
。
そ
れ
と
も
う
一
つ
、
ど
う
し
て
「
少
し
食
べ

ま
し
た
」
が
「
少
し
か
じ
り
ま
し
た
」
に
変
わ
っ
て
い

る
の
か
も
？
で
残
っ
て
い
た
ね
。
そ
れ
も
読
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
、
ち
い
ち
ゃ
ん
の
様
子
を
想
像

し
な
が
ら
音
読
し
ま
し
ょ
う

（
音
読
）

。

Ｔ

ち
い
ち
ゃ
ん
の
思
い
が
強
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
文

に
線
を
引
き
ま
し
ょ
う
。

・

ど
こ
が
う
ち
な
の
か
ー

」
朝
に
な
っ
た
ら
お
う
ち
に

「

。

帰
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
周
り
が
変
わ
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
か
ら
お
う
ち
が
分
か
る
か
な
っ
て
心
配
な
ん

だ
と
思
う
。
そ
れ
に
、
ダ
ッ
シ
ュ
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ

だ
け
ひ
ど
い
ん
だ
と
思
う
。

・

な
く
の
を
や
っ
と
こ
ら
え
て
」
か
ら
今
に
も
涙
が
こ
ぼ

「

。

れ
落
ち
そ
う
な
く
ら
い
家
族
に
会
い
た
い
ん
だ
と
思
う

「

、

。
」

、

・

家
は

や
け
落
ち
て
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た

か
ら

も
う
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
と

思
う
。

・

し
ゃ
が
ん
で
い
る
」
か
ら
、
落
ち
込
ん
で
い
て
、
家
族

「に
も
の
す
ご
く
会
い
た
い
ん
だ
と
思
う
。

・

深
く
う
な
ず
き
ま
し
た

」
の
「
深
く
」
を
は
ず
し
て

「

。

読
む
と
、
と
っ
て
も
強
く
帰
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
る

と
思
う
。

・

ま
た
深
く
う
な
ず
き
ま
し
た

」
か
ら
、
自
分
に
向
か

「

。

っ
て
う
な
ず
い
て
い
る
ん
だ
と
思
う
。
そ
れ
か
ら
、
う

な
ず
く
だ
け
で
、
声
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
ん
だ
と

思
う
。

・

ほ
し
い
い
を
少
し
食
べ
ま
し
た

」
か
ら
、
生
き
て
家

「

。

族
に
会
お
う
と
思
っ
て
い
る
と
思
う
。

・

ほ
し
い
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を
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た
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し
か
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ま
し
た

」
か
ら
、

「

。

少
し
で
も
長
く
生
き
よ
う
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
う
。

し
て
い
る
ん
だ
と
思
う

（
読
み
ア
イ
テ
ム
）

（
子
ど
も
た
ち
と
の
や
り
取
り
の
中
で
、
読
み
ア
イ
テ
ム

。

Ｔ

あ
き
ら
め
な
い
よ
う
に
、
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て

を
板
書
に
位
置
づ
け
、
子
ど
も
た
ち
の
読
み
取
り
を
価
値

が
ん
ば
る
ほ
ど
会
い
た
い
ん
だ
ね
。
中
心
文
か
ら
、

付
け
て
い
く
）

二
の
場
面
よ
り
も
も
っ
と
強
く
家
族
に
会
い
た
い
と

Ｔ

よ
く
読
め
て
い
る
ね
。
じ
ゃ
あ
、
今
日
の
中
心
文
「
き

願
っ
て
い
る
ち
い
ち
ゃ
ん
の
思
い
が
分
か
っ
た
ね
。

っ
と
帰
っ
て
く
る
よ

」
に
書
き
込
み
を
し
ま
し
ょ
う
。

。

「
少
し
か
じ
り
ま
し
た
」
の
？
は
解
け
た
か
な
。

ポ
イ
ン
ト
は

「
き
っ
と
」
を
は
ず
す
こ
と
と

「
帰
っ

、

、

・
だ
ん
だ
ん
体
が
弱
っ
て
き
て
い
て
、
食
べ
る
こ
と
、

て
く
る
」
を
今
ま
で
の
読
み
と
つ
な
ぐ
こ
と
と

「
よ
」

、

呑
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
ん
だ
と
思
う
。

は
だ
れ
に
言
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
文
末
表
現
を
読
む

・
時
を
表
す
言
葉
と
つ
な
ぐ
と
、
二
日
間
飲
ん
で
い
な

こ
と
で
す
。

い
の
で
苦
し
い
ん
だ
と
思
う

（
読
み
ア
イ
テ
ム
）

・

き
っ
と
」
を
は
ず
し
て
読
ん
だ
ら
、
帰
っ
て
く
る
か
分

。

「

Ｔ

体
が
だ
ん
だ
ん
弱
っ
て
苦
し
い
の
に
、
負
け
な
い

か
ら
な
い
け
ど
、
そ
う
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
強
い
願
い

よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
ん
だ
ね
。
ど
う
し
て
そ
ん

が
分
か
り
ま
す

（
読
み
ア
イ
テ
ム
）

。

な
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
？

Ｔ

落
ち
込
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
絶
対
に
帰
っ
て
く
る
と
信

・
家
族
に
会
い
た
く
て
会
い
た
く
て
た
ま
ら
な
い
か
ら

じ
て
い
る
ん
だ
ね
。

だ
と
思
う
。

・

帰
っ
て
く
る
」
と
「
深
く
う
な
ず
き
ま
し
た
」
を
つ
な

「

Ｔ

今
日
の
学
習
で
分
か
っ
た
ち
い
ち
ゃ
ん
の
思
い

ぐ
と
、
お
ば
さ
ん
の
前
で
は
う
な
ず
く
し
か
で
き
な
か
っ

と
、
使
え
た
読
み
ア
イ
テ
ム
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

た
け
ど
、
強
く
言
葉
に
出
し
て
言
っ
て
い
る
か
ら
、
思
い

（
数
名
発
表
）

が
強
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

（
読
み
ア
イ
テ
ム
）

。

Ｔ

次
は
い
よ
い
よ
ち
い
ち
ゃ
ん
が
一
人
で
か
げ
お
く

・

よ

」
か
ら
、
周
り
に
は
だ
れ
も
い
な
い
の
で
、
自
分

「

。

り
す
る
四
の
場
面
で
す
。
よ
く
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

に
言
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
で
自
分
を
応
援

場
面
の
よ
う
す
を
そ
う
ぞ
う
し
な
が
ら
読
も
う

ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り

め
あ
て
「
き
っ
と
帰
っ
て
く
る
よ

」
と
い
う
ち
い
ち
ゃ
ん
の
様
子

。

を
読
み
取
り
、
家
族
に
会
い
た
く
て
た
ま
ら
な
い
ち
い
ち
ゃ

ん
の
思
い
を
た
し
か
め
よ
う

（
三
の
場
面
）

。

朝
に
な
り
ま
し
た
。

町
の
様
子
は
す
っ
か
り
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

ダ
ッ
シ
ュ
を
読
む

ど
こ
が
う
ち
な
の
か
ー
。

家
は
焼
け
落
ち
て
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

深
く
う
な
ず
き
ま
し
た
。

ま
た
深
く
う
な
ず
き
ま
し
た
。

そ
の
夜
、

ほ
し
い
い
を
少
し
食
べ
ま
し
た
。

こ
わ
れ
か
か
っ
た
暗
い
ぼ
う
く
う
ご
う
の
中
で
ね
む
り
ま
し
た
。

は
ず
し
て
読
む

文
末
表
現
を
読
む

きっと

帰
ってくるよ

」

「
お
母
ち
ゃ
ん
と
お
兄
ち
ゃ
ん
は
、

。

く
も
っ
た
朝
が
来
て
、
昼
が
す
ぎ
、
ま
た
、
暗
い
夜
が
来
ま
し
た
。

く
ら
べ
て
読
む

、

。

ほ
し
い
い
を

ま
た
少
し
か
じ
り
ま
し
た

こ
わ
れ
か
か
っ
た
ぼ
う
く
う
ご
う
の
中
で
ね
む
り
ま
し
た
。

ま
と
め

家
さ
え
な
く
な
っ
て
い
て
う
な
ず
く
こ
と
し
か
で
き
な
か

っ
た
ち
い
ち
ゃ
ん
は
、
二
人
が
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
信
じ
て

自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
が
ん
ば
っ
た
。
体
も
ど
ん
ど
ん
弱
っ

て
い
っ
た
け
ど
、
必
死
に
生
き
て
待
と
う
と
が
ん
ば
っ
た
。

今
日
の
読
み
ア
イ
テ
ム

落
ち
込
ん
で
い
る

け
ど
、
絶
対
に
帰
っ

て
く
る
と
信
じ
る
く

ら
い
、
会
い
た
く
て

た
ま
ら
な
い
。

あ
き
ら
め
な
い
よ

う
に
、
自
分
に
言
い

聞
か
せ
て
が
ん
ば
る

ほ
ど
、
会
い
た
く
て

た
ま
ら
な
い
。

体
が
ど
ん
ど
ん

弱
っ
て
い
っ
て
い

る
け
ど
、
負
け
な

い
く
ら
い
会
い
た

く
て
た
ま
ら
な
い





第
１
時

読
み
の
め
あ
て
（
読
み
通
し
の
目
）

Ｔ

単
元
名
「
場
面
の
よ
う
す
を
そ
う
ぞ
う
し
な
が
ら

読
も
う
」
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
か
分
か
り
ま
す
か
？

・
頭
の
テ
レ
ビ
を
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
と
い
う
こ
と
で
す
。

・
登
場
人
物
の
気
持
ち
も
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ｔ

映
像
と
し
て
思
い
う
か
べ
た
り
、
気
持
ち
を
思
い

う
か
べ
た
り
し
て
読
み
ま
し
ょ
う
ね
。
今
日
か
ら
「
ち

い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
」
を
学
習
し
ま
す
。
こ
の

題
名
か
ら
思
い
浮
か
べ
た
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と

を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ち
い
ち
ゃ
ん
だ
か
ら
、
小
さ
な
女
の
子
。

Ｔ

だ
い
ち
ゃ
ん
と
比
べ
て
読
ん
だ
ら
、
今
の
読
み
取

り
が
よ
く
分
か
る
ね
。

・
か
げ
お
く
り
っ
て
何
か
な
あ
。

Ｔ

か
げ
お
く
り
っ
て
い
う
の
は
ね
・
・
・

以
下
、
か

（

げ
お
く
り
の
説
明
）
そ
れ
で
は
、
今
発
表
し
て
く
れ

た
よ
う
に
、
題
名
の
右
に
思
い
う
か
べ
た
こ
と
、
左

に
分
か
ら
な
い
こ
と
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ｔ

○
○
さ
ん
、
発
表
し
て
く
だ
さ
い

（
指
名
）

。

・
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
だ
か
ら
、
ち
い
ち
ゃ
ん

が
や
る
か
げ
お
く
り
だ
と
思
い
ま
す
。

・
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
の
「
の
」
を
別
の
言
葉

に
す
る
と
、
ち
い
ち
ゃ
ん
だ
け
で
や
る
か
げ
お
く
り
。

・
ち
い
ち
ゃ
ん
一
人
で
す
る
か
げ
お
く
り
か
も
。

・
ど
ん
な
と
き
に
か
げ
お
く
り
を
す
る
の
か
な
と
。

・
ど
こ
に
お
く
る
の
か
な
。

・
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
す
る
の
か
な
。

・
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
っ
て
、
ど
ん
な
か
げ
お

く
り
な
の
だ
ろ
う
。

・
何
か
特
別
な
か
げ
お
く
り
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

Ｔ

そ
う
で
す
ね
。
○
○
の
何
何
っ
て
言
っ
た
ら
、
そ

の
人
だ
け
の
特
別
な
物
っ
て
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

ね
。
今
、
君
た
ち
は

「
ち
い
ち
ゃ
ん
の
」
を
は
ず
し

、

て
読
ん
だ
ん
だ
よ
。
も
っ
と
も
っ
と
、
読
み
ア
イ
テ

ム
を
使
っ
て
い
こ
う
ね
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
「
ち
い

ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
っ
て
ど
ん
な
か
げ
お
く
り
な

の
だ
ろ
う
」
と
い
う
疑
問
を
も
っ
て
、
書
き
出
し
で

あ
る
冒
頭
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う

（
冒
頭
範
読
）

。

Ｔ

ち
い
ち
ゃ
ん
が
一
人
で
や
っ
た
か
げ
お
く
り
は
出

て
き
た
か
な
？

・
家
族
四
人
で
や
っ
た
か
げ
お
く
り
は
出
て
き
ま
し
た
。

・
お
兄
ち
ゃ
ん
と
二
人
の
か
げ
お
く
り
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｔ

そ
う
で
す
ね
。
一
人
の
か
げ
お
く
り
は
出
て
こ
な

か
っ
た
で
す
ね
。
家
族
四
人
の
か
げ
お
く
り
っ
て
ど

ん
な
か
げ
お
く
り
で
し
た
か
。

・
お
父
さ
ん
が
出
征
す
る
前
の
日
の
記
念
写
真
で
し
た
。

Ｔ

記
念
写
真
っ
て
、
ど
ん
な
時
に
撮
り
ま
す
か
。

・
行
事
の
と
き

・
う
れ
し
い
時

・
最
後
の
お
別
れ

の
と
き

・
家
族
最
後
の
写
真

Ｔ

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
は
？

・
悲
し
い
か
げ
お
く
り
。
そ
の
わ
け
は
、
も
う
お
父
さ

ん
が
帰
っ
て
こ
な
い
か
ら
。

Ｔ

ど
こ
か
ら
そ
う
分
か
る
の
で
す
か
？

「

」

、

・
楽
し
い
か
げ
お
く
り
。

・

体
の
弱
い
お
父
さ
ん
ま
で
〜

と
書
い
て
あ
る
か
ら

・
お
父
さ
ん
に
今
が
ん
ば
っ
て
い
る
ん
で
す
か
と
か
、
お

も
う
お
父
さ
ん
は
帰
っ
て
来
れ
な
い
ん
だ
と
思
う
。

父
さ
ん
が
ん
ば
っ
て
ね
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
思
い

Ｔ

す
ご
い
。
今

「
体
の
弱
い
」
と
「
記
念
写
真
」
を

、

ま
す
。
こ
っ
ち
は
元
気
で
す
よ
と
か
。

つ
な
い
で
読
ん
だ
ん
だ
ね
。
ち
い
ち
ゃ
ん
と
お
兄
ち
ゃ

Ｔ

と
て
も
こ
わ
い
と
こ
ろ
に
か
わ
っ
た
空
で
、
ち
い
ち

ん
に
と
っ
て
は
？

ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
は
で
き
そ
う
か
、
で
き
る
な
ら
ど

・
楽
し
い
か
げ
お
く
り
。
初
め
て
だ
か
ら
。

ん
な
か
げ
お
く
り
な
の
か
読
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
ね
。

Ｔ

次
の
、
お
兄
ち
ゃ
ん
と
二
人
の
か
げ
お
く
り
は
？



第
２
・
３
・
４
時

あ
ら
す
じ

Ｔ

ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
っ
て
ど
ん
な
か
げ
お

。（

）

く
り
な
の
か
読
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
ね

全
文
範
読

Ｔ

ち
い
ち
ゃ
ん
一
人
だ
け
の
か
げ
お
く
り
は
出
て
き

ま
し
た
か
。

・
ち
い
ち
ゃ
ん
が
最
後
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
、
か
げ

お
く
り
を
し
て
、
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

・
ち
い
ち
ゃ
ん
が
家
族
四
人
で
か
げ
お
く
り
を
し
て
、

天
国
に
い
っ
た
か
げ
お
く
り
で
し
た
。

Ｔ

本
当
に
四
人
で
し
た
の
で
す
か
？

・
い
や
、
一
人
で
す
。

Ｔ

さ
し
絵
は
こ
れ
で
す
ね
。
か
げ
お
く
り
を
し
た
ら
、

ど
の
さ
し
絵
に
な
り
ま
し
た
か
？

・
こ
れ
で
す
。

Ｔ

よ
く
分
か
り
ま
し
た
ね
。
じ
ゃ
あ
、
こ
の
さ
し
絵
、

全
部
、
話
の
通
り
に
並
べ
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
？

（
数
人
、
黒
板
で
さ
し
絵
の
並
べ
替
え
を
す
る
）

Ｔ

す
ご
い
ね
え
。
完
ぺ
き
で
す
ね
。
じ
ゃ
あ
、
今
度

は
、
ち
い
ち
ゃ
ん
が
し
た
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
、

言
葉
を
言
い
な
が
ら
並
べ
替
え
て
く
れ
る
人
？

（
数
人
、
黒
板
で
話
の
す
じ
を
言
い
な
が
ら
さ
し
絵
を

並
べ
替
え
る
）

Ｔ

よ
く
言
え
た
ね
。
今
の
お
話
を
、
場
面
毎
に
ま
と

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
場
面
は
何
が
変
わ
っ
た
ら
違

う
場
面
に
な
り
ま
す
か
。

・
時

・
場
所

・
人
物

Ｔ

で
は
、
ま
ず
、
時
を
表
す
言
葉
を
見
つ
け
ま
し
ょ

う
。
二
の
場
面
か
ら
で
す
よ
。
□
で
囲
ん
で
ね
。
３

分
間

（
３
分
と
る
）

。

・
夏
の
は
じ
め
の
あ
る
夜

・
朝
に
な
り
ま
し
た

・
そ
の
夜

・
く
も
っ
た
朝
が
来
て
昼
が
す
ぎ
ま
た
暗

い
夜
が
来
ま
し
た

・
夏
の
は
じ
め
の
あ
る
朝

・
そ
れ
か
ら
何
十
年

Ｔ

よ
く
見
つ
け
た
ね
。
た
だ
、
こ
の
お
話
は
、
も
っ

と
分
か
り
や
す
く
時
を
表
し
て
い
る
ね
。

・
一
行
空
き
で
場
面
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。

Ｔ

そ
う
だ
ね
。
一
行
空
き
の
と
こ
ろ
に
線
を
引
い
て
、

場
面
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
じ
ゃ
あ
、
場
所
は
？

・
ち
い
ち
ゃ
ん
の
家
〜
橋
の
下

・
ち
い
ち
ゃ
ん
の
家
の
ぼ
う
く
う
ご
う

Ｔ

人
物
は
？

・
二
の
場
面
は
三
人
か
ら
一
人
に
、
三
と
四
の
場
面
は

一
人
、
五
の
場
面
は
ゼ
ロ
で
し
た
。

Ｔ

場
面
毎
の
あ
ら
す
じ
を
ま
と
め
て
い
き
ま
し
ょ
う

ね
。
一
の
場
面
は
先
生
が
ま
と
め
て
き
ま
し
た

「
お

。

父
さ
ん
が
出
征
す
る
前
の
日
、
ち
い
ち
ゃ
ん
は
家
族

四
人
で
か
げ
お
く
り
を
し
ま
し
た
。
ち
い
ち
ゃ
ん
と

お
兄
ち
ゃ
ん
は
か
げ
お
く
り
を
し
て
遊
ぶ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
い
く
さ
が
は
げ
し
く
な
っ
て

か
げ
お
く
り
な
ど
で
き
な
く
な
り
ま
し
た

」
時
を
表

。

・
ち
い
ち
ゃ
ん
は
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
中
で
ね
む
り
ま

す
言
葉
を
は
じ
め
に
書
い
て
、
ち
い
ち
ゃ
ん
が
し
た
こ

し
た

と
を
中
心
に
ま
と
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
二
の
場
面
の

Ｔ

こ
れ
は
絶
対
い
る
と
か
、
こ
れ
は
い
ら
な
い
と
か
意

ち
い
ち
ゃ
ん
の
し
た
こ
と
で
必
要
だ
と
思
う
と
こ
ろ
に

見
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

線
を
引
き
ま
し
ょ
う

（
２
分
と
る
）

。

・
ね
む
っ
た
と
こ
ろ
は
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
が
あ
る
か
ら
分

・
く
う
し
ゅ
う
け
い
ほ
う
の
サ
イ
レ
ン
で
、
ち
い
ち
ゃ
ん

か
る
と
思
い
ま
す
。

た
ち
は
目
が
さ
め
ま
し
た
。

Ｔ
「
夏
の
は
じ
め
の
あ
る
夜
、
く
う
し
ゅ
う
け
い
ほ
う
で

・
お
母
さ
ん
は
、
ち
い
ち
ゃ
ん
と
お
兄
ち
ゃ
ん
を
両
手
に

目
が
さ
め
た
ち
い
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
走
っ
て
逃
げ
ま
し

つ
な
い
で
、
走
り
ま
し
た
。

た
。
ち
い
ち
ゃ
ん
は
は
ぐ
れ
て
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な

・
ち
い
ち
ゃ
ん
は
お
母
さ
ん
と
は
ぐ
れ
ま
し
た
。

り
ま
し
た

」
と
ま
と
め
ま
し
ょ
う

（
以
下
略
）

・
ち
い
ち
ゃ
ん
は
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な
り
ま
し
た
。

。

。



第
５
・
６
・
７
時

読
み
の
め
あ
て
の
答
え
・
学
習
計
画

Ｔ

ど
ん
な
か
げ
お
く
り
だ
っ
た
か
発
表
で
き
る
人
？

・
ち
い
ち
ゃ
ん
が
一
人
で
や
っ
た
か
げ
お
く
り
。

。

・
ち
い
ち
ゃ
ん
が
一
人
で
や
っ
た
最
後
の
か
げ
お
く
り

・
ち
い
ち
ゃ
ん
最
後
の
命
を
か
け
て
や
っ
た
悲
し
い
か

げ
お
く
り
。

・
家
族
に
会
い
た
か
っ
た
ち
い
ち
ゃ
ん
が
や
っ
と
会
え

た
、
う
れ
し
い
か
げ
お
く
り
。

Ｔ

今
、
四
人
に
言
っ
て
も
ら
っ
た
け
ど
、
大
き
く
は

２
つ
に
整
理
で
き
ま
す
ね
。
ど
ん
な
か
げ
お
く
り
と

ど
ん
な
か
げ
お
く
り
で
し
た
か
。

。

・
悲
し
い
か
げ
お
く
り
と
う
れ
し
い
か
げ
お
く
り
で
す

Ｔ

そ
の
通
り
で
す
。
他
に
も
あ
れ
ば
そ
れ
を
書
い
て

も
い
い
で
す
よ
。
一
番
右
に
そ
の
答
え
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。
左
の
上
に
は
、
そ
れ
が
分
か
る
教
科
書
の

言
葉
を
書
き
ま
す
。
そ
の
下
に
は
、
そ
こ
か
ら
何
が。

分
か
っ
た
か
と
い
う
自
分
の
読
み
取
り
を
書
き
ま
す

Ｔ

そ
れ
で
は
、
書
い
た
読
み
の
め
あ
て
の
答
え
を
全

員
言
っ
て
く
だ
さ
い

（
全
員
発
表

略
）

。

Ｔ

じ
ゃ
あ
、
ま
ず
、
う
れ
し
い
か
げ
お
く
り
か
ら
ど。

う
し
て
そ
う
読
ん
だ
か
わ
け
を
発
表
し
て
く
だ
さ
い

・

か
げ
お
く
り

」
っ
て
遊
び
を
〜
」
か
ら
、
か
げ
お

「
『

』

く
り
は
遊
び
な
ん
だ
か
ら
、
み
ん
な
で
ま
た
遊
べ
る

か
ら
う
れ
し
い
か
げ
お
く
り
だ
と
思
う
。

・

は
ぐ
れ
ま
し
た
」
か
ら
、
こ
の
時
か
ら
会
っ
て
い
な

「
い
の
で
、
や
っ
と
会
え
て
う
れ
し
い
ん
だ
と
思
う
。

・

き
っ
と
帰
っ
て
く
る
よ
」
か
ら
、
そ
れ
だ
け
会
い
た

「い
と
分
か
る
か
ら
会
え
て
う
れ
し
い
と
思
う
。

・

お
父
ち
ゃ
ん
、
お
母
ち
ゃ
ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん
」
と
言

「

、

。

っ
て
い
て

四
人
に
会
え
る
う
れ
し
い
さ
が
分
か
る

・

う
い
た
の
ね
」
は
、
死
ぬ
と
き
な
の
に
、
よ
う
や
く

「

。

会
え
る
う
れ
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
だ
か
ら
う
れ
し
そ
う

・

き
ら
き
ら
わ
ら
い
出
し
ま
し
た
」
や
「
走
り
出
し
ま

「
し
た
」
か
ら
、
早
く
会
い
た
い
、
う
れ
し
い
と
い
う

気
持
ち
が
分
か
る
。

・

命
が
、
空
に
消
え
ま
し
た
」
か
ら
、
死
ん
だ
と
は
書

「か
れ
て
い
な
い
の
で
、
う
れ
し
い
ち
思
う
。

Ｔ

す
ご
い
ね
。
各
場
面
の
わ
け
に
な
る
言
葉
が
き
ち

ん
と
出
さ
れ
ま
し
た
ね
。
悲
し
い
か
げ
お
く
り
と
い

う
人
た
ち
は
、
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
四
人
で
か
げ
お
く
り
を
し
て
、
会
え
て
う
れ
し
い
と

言
っ
て
い
る
け
ど
、
ち
い
ち
ゃ
ん
は
実
は
一
人
で
や

っ
て
い
る
の
で
、
や
っ
ぱ
り
悲
し
い
と
思
い
ま
す
。

Ｔ

一
人
だ
か
ら
悲
し
い
と
言
っ
て
い
る
け
ど
、
一
人

で
っ
て
ど
こ
に
書
い
て
あ
っ
た
か
な
？

・
五
の
場
面
に

「
ち
い
ち
ゃ
ん
が
一
人
で
か
げ
お
く
り

、

を
し
た
所
は
」
っ
て
書
い
て
あ
る
の
で
、
ひ
と
り
ぼ

っ
ち
で
さ
び
し
く
死
ん
で
い
っ
た
か
げ
お
く
り
だ
と

思
い
ま
す
。

Ｔ

じ
ゃ
あ
、
悲
し
い
か
げ
お
く
り
と
言
っ
て
い
る
人

た
ち
の
わ
け
を
聞
き
ま
し
ょ
う
ね
。

と
こ
ろ
が
し
っ
か
り
と
読
め
た
ら
い
い
で
す
ね
。
分
か

・

は
ぐ
れ
ま
し
た

「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
」
か
ら
三
日
間

「

」

ら
な
い
？
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

何
も
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
て
い
な
い
の
で
悲
し
い
。

・
ど
う
し
て
だ
れ
も
い
な
い
の
に
「
帰
っ
て
く
る
よ
」
と

・

ひ
ど
く
の
ど
が
か
わ
い
て
い
ま
す
」
か
ら
、
苦
し
み

「

だ
れ
か
に
言
っ
て
い
る
の
か
？

な
が
ら
死
ん
で
い
っ
た
悲
し
さ
が
分
か
る
。

Ｔ

文
末
表
現
を
読
も
う
と
し
て
い
る
ん
だ
ね
。

・

小
さ
な
女
の
子
の
命
」
か
ら
、
幼
い
子
の
短
い
命
が

「

・
な
ぜ
「
か
じ
り
ま
し
た
」
な
の
か
。

終
わ
っ
て
か
わ
い
そ
う
な
か
げ
お
く
り
。

・
ち
い
ち
ゃ
ん
は
死
ん
だ
の
に
、
な
ぜ
五
の
場
面
が
あ
る

Ｔ

う
れ
し
い
の
人
た
ち
は
、
家
族
に
会
い
た
く
て
た
ま

の
か
。

ら
な
い
様
子
を
も
っ
と
く
わ
し
く
読
め
た
ら
い
い
で
す

Ｔ

そ
れ
も
み
ん
な
で
確
か
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
ね
。

ね
。
悲
し
い
の
人
た
ち
は
、
だ
ん
だ
ん
弱
っ
て
い
っ
た



第
８
時

読
み
た
し
か
め
１
（
二
の
場
面
）

Ｔ

今
日
か
ら
、
場
面
毎
に
、
家
族
に
会
い
た
い
と
い

う
ち
い
ち
ゃ
ん
の
様
子
を
く
わ
し
く
読
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。
こ
の
場
面
で
、
一
番
ち
い
ち
ゃ
ん
の
様
子

を
表
し
て
い
る
文
は
ど
れ
で
す
か
？

・

ち
い
ち
ゃ
ん
は
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な
り
ま
し
た

」

「

。

Ｔ

そ
う
で
す
ね
。
今
日
は
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
ひ
と

り
ぼ
っ
ち
で
い
る
の
か
詳
し
く
読
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。
ま
ず
は
、
音
読
し
ま
し
ょ
う

（
場
面
音
読
）

。

Ｔ

家
族
に
会
い
た
い
こ
と
が
分
か
る
と
こ
ろ
に
線
を

引
き
ま
し
ょ
う
。

・

お
母
ち
ゃ
ん

」
さ
け
ぶ
と

「

。

・

さ
け
ぶ
」
と
「
言
う
」
を
比
べ
る
と
、
う
れ
し
か
っ

「た
と
言
う
こ
と
が
分
か
る
。

・
と
て
も
会
い
た
か
っ
た
か
ら
さ
け
ん
だ
と
思
う
。

「

、

。
」

。

・

お
母
ち
ゃ
ん

お
母
ち
ゃ
ん

と
さ
け
び
ま
し
た

・
ど
こ
に
行
っ
た
の
？
一
緒
に
い
た
い
と
い
う
思
い
。

・

ち
い
ち
ゃ
ん
の
目
に
、
お
母
さ
ん
ら
し
い
人
が
見
え

「ま
し
た

」
か
ら

。

Ｔ

と
い
う
こ
と
は
、
家
族
に
会
い
た
く
て
た
ま
ら
な

い
様
子
が
し
っ
か
り
分
か
っ
た
ね
。
ひ
と
り
ぼ
っ
ち

の
意
味
は
分
か
っ
た
か
な
？
で
も
、
よ
く
考
え
て
み

て
ね
。
ち
い
ち
ゃ
ん
は
本
当
に
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な

っ
た
の
か
な
？
周
り
に
だ
れ
も
い
な
い
の
か
な
？

「

」

、

・

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
中
で
ね
む
っ
た

の
だ
か
ら

周
り
に
は
い
っ
ぱ
い
人
が
い
た
と
思
い
ま
す
。

Ｔ

そ
う
で
す
よ
ね
。
じ
ゃ
あ
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
じ
ゃ

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

・
家
族
と
は
な
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
か
ら
ひ
と
り
ぼ
っ

ち
に
な
り
ま
し
た
。

Ｔ

え
っ
、
今
、
君
た
ち
は
家
族
と
は
な
れ
ば
な
れ
だ

け
ど
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
じ
ゃ
な
い
よ
ね
。

。

・
ち
い
ち
ゃ
ん
の
周
り
は
知
ら
な
い
人
ば
か
り
だ
か
ら

Ｔ

コ
ン
ビ
ニ
と
か
の
お
店
に
一
人
で
行
っ
て
、
誰
も

知
っ
て
い
る
人
が
い
な
く
て
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
だ
と

思
う
の
？
そ
う
考
え
た
ら
、
ち
い
ち
ゃ
ん
の
周
り
の

「

」

。

た
く
さ
ん
の
人

が
ポ
イ
ン
ト
か
も
し
れ
ま
せ
ん

「
た
く
さ
ん
の
人
」
っ
て
、
書
い
て
あ
る
の
は
こ
こ

だ
け
で
す
か
？

・

た
く
さ
ん
の
人
に
追
い
ぬ
か
れ
た
り
、
ぶ
つ
か
っ
た

「り
ー
」
の
と
こ
ろ
。

・

暗
い
橋
の
下
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
」
の
と
こ
ろ
。

「
Ｔ
「
追
い
ぬ
か
れ
た
り
、
ぶ
つ
か
っ
た
り
ー
」
に
は
ダ

ッ
シ
ュ
が
つ
い
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
記

号
で
す
か
？

・
文
を
終
わ
り
ま
で
言
い
切
ら
な
い
と
き
に
使
う
印
。

Ｔ

じ
ゃ
あ
、
何
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

・
お
さ
れ
た
り

・
こ
か
さ
れ
た
り

・
ふ
ま
れ
た
り

・
け
ら
れ
た
り

・
足
が
か
か
っ
た
り

Ｔ

ど
う
し
て
そ
う
書
か
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
書

ち
い
ち
ゃ
ん
の
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
気
持
ち
を
書
き
ま
し

け
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ょ
う
。

・
悲
し
す
ぎ
て
、
書
け
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
う
。

・
家
族
や
や
さ
し
く
し
て
く
れ
る
人
と
ね
む
り
た
か
っ
た

・
ひ
ど
す
ぎ
て
、
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
ん
だ
と
思
う
。

に
ち
が
い
な
い
。

Ｔ

な
る
ほ
ど
、
書
き
表
せ
な
い
書
き
手
の
思
い
が
分
か

・
お
び
え
て
こ
わ
が
り
な
が
ら
ね
む
っ
た
と
思
う
。

る
ん
だ
ね

読
み
ア
イ
テ
ム
が
増
え
た
ね

そ
ん
な

た

。

。

「

・
知
ら
な
い
人
で
も
、
や
さ
し
い
人
が
い
た
ら
ひ
と
り
ぼ

く
さ
ん
の
人
」
を
、
ち
い
ち
ゃ
ん
は
、
ど
ん
な
ふ
う
に

っ
ち
だ
と
は
思
わ
な
い
と
思
う
。

思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
？

Ｔ
「
た
く
さ
ん
の
人
」
を
つ
な
い
で
読
ん
だ
ら
、
こ
わ
い

・
こ
わ
い
人
た
ち

・
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い

。

。

人
た
ち
の
中
で
家
族
に
会
い
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
る

人
た
ち

・
自
分
の
敵
み
た
い

・
ま
た
や
ら
れ
る

ち
い
ち
ゃ
ん
の
思
い
が
分
か
り
ま
し
た
ね
。

Ｔ

そ
ん
な
「
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
」
の
中
で
ね
む
っ
た



第
９
時

読
み
た
し
か
め
２
（
三
の
場
面
）

第

時

読
み
た
し
か
め
３
（
四
の
場
面
）
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時

読
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方
の
ま
と
め
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〔読みアイテム〕例

こ
と
ば
を
は
ず
し
て
読
む
と
、
つ
い
て
い
る

こ
と
ば
の
意
味
が
分
か
る
。

お
母
さ
ん
が
（
ぽ
つ
ん
と
）
言
っ
た
の
が
、
ち
い
ち
ゃ
ん
の
耳

に
は
聞
こ
え
ま
し
た
。

も
う
あ
き
ら
め
て
い
る
お
母
さ
ん
の
悲
し
さ

はずす
に
て
い
る
こ
と
ば
を
考
え
て
く
ら
べ
る
と
、

そ
の
こ
と
ば
の
意
味
が
は
っ
き
り
す
る
。

い
ろ
い
ろ
な
か
げ
を
空
に
送
り
ま
し
た
。
↑
↓
上
げ
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る

くらべるＡ
に
て
い
る
こ
と
ば
を
見
つ
け
て
く
ら
べ
る
と
、

意
味
の
ち
が
い
が
は
っ
き
り
す
る
。

少
し
食
べ
ま
し
た
。
↑
↓
少
し
か
じ
り
ま
し
た
。

食
よ
く
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
け
ど
、
何
と
か
し
て
家
族
に
会
う

た
め
に
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
ち
い
ち
ゃ
ん
の
が
ん
ば
り

くらべるＢ
前
の
こ
と
ば
と
つ
な
ぐ
と
、
深
い
意
味
が
分

か
る
。

か
じ
り
ま
し
た
↓
暑
い
よ
う
な
寒
い
よ
う
な
↓
ふ
ら
ふ
ら
す
る

死
に
そ
う
で
た
ま
ら
な
い
け
ど
、
最
後
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
い
る

つなぐ

自
分
と
お
き
か
え
て
考
え
る
と
、
人
物
の

様
子
や
思
い
が
分
か
る
。

ち
い
ち
ゃ
ん
は
、
な
く
の
を
や
っ
と
こ
ら
え
て

自
分
だ
っ
た
ら
、
一
日
家
族
と
は
ぐ
れ
て
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
、
や
っ

と
知
り
合
い
に
会
え
た
ら
な
き
つ
く
け
ど
、
そ
れ
で
も
な
く
の
を

が
ま
ん
す
る
く
ら
い
、
家
族
に
会
え
る
こ
と
を
し
ん
じ
て
い
る
。

自分だったら

同
じ
こ
と
ば
が
出
て
き
た
ら
、
意
味
が
ち

が
う
と
思
っ
て
読
む
。

深
く
う
な
ず
き
ま
し
た
。
↑
↓
ま
た
深
く
う
な
ず
き
ま
し
た
。

一
つ
め
は
お
ば
さ
ん
に
向
か
っ
て
う
な
ず
く
返
事
で
、
二
つ
め
は
自

分
自
身
に
た
い
し
て
う
な
ず
く
自
分
へ
の
は
げ
ま
し

同じことばＡ

ー
（ダ
ッ
シ
ュ

文
を
終
わ
り
ま
で
言
い
切

ら
な
い
と
き
に
使
う
し
る
し
）に
は
、
書
き

表
せ
な
い
作
者
の
思
い
が
あ
る
。

追
い
ぬ
か
れ
た
り
、
ぶ
つ
か
っ
た
り
ー
。

ど
こ
が
う
ち
な
の
か
ー
。

ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
大
へ
ん
だ
っ
た
様
子
や
、
ど
こ
が
う
ち
な

の
か
全
く
分
か
ら
な
い
く
ら
い
と
ん
で
も
な
い
焼
け
野
原
に
な
っ
て

い
る
様
子
に
た
い
し
て
、
ひ
ど
く
て
こ
れ
以
上
書
け
な
い
と
い
う
作

者
の
思
い

ダッシュ



場
面
と
場
面
の
ち
が
う
と
こ
ろ
と
同
じ
と

こ
ろ
を
見
つ
け
て
く
ら
べ
る
と
、
作
者
が
言

い
た
い
こ
と
が
分
か
る
。

「
き
つ
つ
き
の
商
売
」
一
の
場
面
と
二
の
場
面

ち
が
う
・
・
・
自
分
の
音

雨
の
音

同
じ
・
・
・
お
客
さ
ん
を
し
あ
わ
せ
に
し
て
い
る

自
分
が
で
き
る
こ
と
や
み
ん
な
が
気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
で
、
ま
わ

り
の
み
ん
な
を
し
あ
わ
せ
に
す
る
き
つ
つ
き

「
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
」
一
の
場
面
と
四
の
場
面

ち
が
う
・
・
・
数
え
だ
し
た
人

見
つ
め
た
か
げ
ぼ
う
し
の
数

同
じ
・
・
・
言
葉

楽
し
さ

ち
い
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
は
四
人
の
楽
し
い
か
げ
お
く
り
だ
け
ど
、
読

み
手
に
と
っ
て
は
ち
い
ち
ゃ
ん
が
一
人
で
命
を
送
る
か
な
し
い
か
げ

お
く
り

場面と場面をくらべる
同
じ
こ
と
ば
が
出
て
き
た
ら
、
同
じ
こ
と
ば

を
使
っ
て
い
る
意
味
が
あ
る
。

ち
い
ち
ゃ
ん
は
き
ら
き
ら
わ
ら
い
だ
し
ま
し
た
。

お
兄
ち
ゃ
ん
や
ち
い
ち
ゃ
ん
ぐ
ら
い
の
子
ど
も
た
ち
が
、
き
ら

き
ら
わ
ら
い
声
を
上
げ
て
、
遊
ん
で
い
ま
す
。

今
、
ふ
つ
う
に
わ
ら
っ
て
い
る
こ
と
は
、
せ
ん
そ
う
中
は
、
死
ん
で
か

ら
し
か
で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
ぐ
ら
い
、
今
の

生
活
が
平
和
で
し
あ
わ
せ
で
大
切
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
。

同じことばＢ

場
面
と
は
、
時
、
場
所
、
人
物
で
決
ま
る
。

夏
の
は
じ
め
の
あ
る
夜

暗
い
橋
の
下

朝
に
な
り
ま
し
た
。

こ
わ
れ
か
か
っ
た
ぼ
う
く
う
ご
う

夏
の
は
じ
め
の
あ
る
朝

空
色
の
花
畑

場面とは
あ
ら
す
じ
は
、
さ
し
絵
を
も
と
に
、
時
を
表

す
こ
と
ば
と
、
人
物
が
し
た
こ
と
・言
っ
た

こ
と
か
ら
作
る
。

あらすじ
１

読
み
通
し
の
目

題
名
と
ぼ
う
頭
か
ら
作
る
問
題

２

予
見

あ
ら
す
じ
と
読
み
通
し
の
目
の
答

３

学
習
計
画

予
見
の
ち
が
い
か
ら
わ
か
ら
な
い

こ
と
を
読
み
た
し
か
め
る
計
画

４

読
み
た
し
か
め
場
面
ご
と
に
、
読
み
ア
イ
テ
ム
を

使
い
な
が
ら
読
み
深
め
て
い
く

５

読
み
の
ま
と
め
題
名
に
も
ど
っ
て
予
見
を
見
直
す

６

読
み
方
の
ま
と
め
読
み
ア
イ
テ
ム
を
ま
と
め
る

読みの学習の進め方




